
◆人文科学研究科 心理学専攻 博士後期課程 カリキュラムマップ

1 2 3 4 5 6

博士論文 0 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

博士論文指導 2 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎

心理学演習１ 2 または 4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

心理学演習２ 2 または 4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

心理学演習３ 2 または 4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

心理学演習４ 2 または 4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

心理学特別研究１ 2 または 4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

心理学特別研究２ 2 または 4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

心理学特別研究３ 2 または 4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

心理学特別研究４ 2 または 4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

心理学特別研究５ 2 または 4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

心理学特別研究６ 2 または 4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

心理学特別研究７ 2 または 4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

心理学特別研究８ 2 または 4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

教育研究上の目的

心理学専攻は、心理学の最新の知識を修得し、一貫した問題意識とテーマの下で研究を主体的かつ継続的に進めることで新しい心理学の知見を見出
し、それによって現代の人間理解と社会問題の解決に寄与できる姿勢と能力を備えた研究者又は実務者を養成する。

ディプロマ・ポリシー

分野系列 科目名 単位

（知識・技能）

1　現代の人間理解と社会問題の解決に寄与する専門的かつ最新の心理学の知識を獲得している。

2　心理学の研究者ないし実務者として社会に貢献できる研究能力・実践的技能を修得している。

（思考・判断・表現）

3　実証的なデータに基づいて、論理的な議論を通じて、説得力のある主張を論文として構築することができる。

4　研究参加者の権利と研究者の社会的責任を考慮して、研究の倫理に関して適切に判断することができる。

（関心・意欲・態度）

5　自らの関心や問題意識をさらに掘り下げて、一貫した研究テーマの下で研究を自律的かつ継続的に進めることができる。

6　自らの研究によって明らかとなった新しい知見を社会に対して積極的に公表し、還元していこうとする姿勢を持っている。

関心・意欲・態度

【必修科目】

【選択必修科目】

【選択科目】

知識・技能 思考・判断・表現
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